音楽作品の演劇性――モーツァルト曲を実例に
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　一般に歌詞や標題を持たない器楽作品は、絶対音楽として音のみで構築された、人間くさい演劇とは無縁の、すぐれて音楽的な響きの原理のみによる作品と見なされがちである。だが、そこには演劇的なドラマの要素は皆無だろうか。

周知のようにW.A.モーツァルト（1756～1791）は《フィガロの結婚》や《魔笛》など、オペラの分野で多くの傑作を残した。それらは演劇学の観点からしても興味深い諸傑作であるに違いない。しかしここでは、演劇学に暗い私が学的視点からそれらを網羅的に分析するよりも、より根源的な問題、モーツァルトの他ジャンルの音楽でさえも演劇的であることを示すべきではないかと考えた次第である。

音楽を専門にする者として、一般的に音楽における演劇性とでもいうべき内容を、モーツァルト作品などの音の動きに沿って明らかにしてみたいと思う。

　特に19世紀初頭までの音楽は、言葉が音楽に先行するオペラや教会作品はもちろん、協奏曲や交響曲、ソナタなどの器楽作品でさえ、ある意味で修辞学的な原理、文章構成法や説得術に通じる原理で書かれていたとも解釈される。それは調的なドラマや主題操作などでなされているが、さらに音の身振りとでも言うべき細やかな表現のニュアンスによっても行なわれていた。それらを具体例によって読み解き、参集された方々とご一緒に、いわば「感性のワークショップ」として味わってみる予定である。
